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今回は、サークルや区民講座の講師として長年文化センターで指導されている、料理研究家の田口道子さん

に「生きがい」について記していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前、料理番組出演時にうけた助言の『テレビは大勢が見ているが、テレビの前にいるのは各々、一人ひと

り。そのただ一人に伝える。』という言葉を大切にされ、今も話し方教室で学ばれている田口さん。今回お話

をお聞きした時も、その「伝えるチカラ」とやさしい笑顔に引き込まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしの生きがい『食の指南』   

料理研究家  田口 道子 

私が食の道を歩み始めましたのは昭和３２年４月からです。栄養と食の修業をはじめ、４５年から東京

都、各区教育委員会の学校給食の勉強会に参加させていただき、北区では５６年から勉強会が始まりまし

た。そして平成５年度から滝野川文化センターの『男性のための料理教室』に参加させていただき、大勢

の区民の方々との料理作りの挑戦が始まりました。 

香川綾先生から教わった「体の働きは化学であり、物理ですよ」のお言葉から、食は

明日の生命を作る大切な仕事であることをわきまえて季節（旬）、気候風土、年齢を、毎

日のように情報を色々な‘角度’からキャッチし、料理作成に挑んでおります。老若男

女、それぞれの方々の人生行脚もお聞きしながら楽しい時間を過ごしております。現在

はそんな自主グループが６つあります。 

これからの私の生きがいは、平成２２年から田端中学校のオープンスクールに参加さ

せていただいていることです。人生まだ未知の若者に、難しい、生きる食の世界の、作

る楽しさ、食べて美味しい（身体が欲している食の答え）をわかっていただくことが私

の目標です。 

もう一つは、昭和６３年から平成２３年まで開催された東京都教育庁の聴覚障害者婦人教室（残念なが

ら現在は休会となりましたが）と、２４年からの川口市視力障害者福祉協議会の料理教室（毎月１回、現

在に至って実施されております）です。この教室は五感からの指南で、とても嬉しい教室です。 

〈田口道子さんが講師をしているサークル〉 

赤羽文化センター 
みちクッキング 

お菓子 第１金曜日 
午前９時３０分～１２時 

料 理 第２金曜日 

簡単！ホームメイドパン教室 お問い合わせください 

滝野川文化センター 

キッチン北 第２日曜日 午後１時３０分～４時 

うまいものつくり隊 第３日曜日 午後１時３０分～４時 

火曜クッキングクラブ 第３火曜日 午後１時３０分～４時 

滝野川料理クラブ 第３水曜日 午後６時～９時３０分 

田口先生から学びたい、美味しいお料理を作りたいという方は、各文化センターまでお問い合わせください。 
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今回は赤羽文化センターで 30 年以上に渡り活動し、赤羽文化センター利用団体連絡協議会の活動では 30

年近く運営委員や役員として尽力されてきた、御年 92 歳の三宅千枝子さんに「生きがい」について記して頂

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           わたしの生きがい      三宅 千枝子 

 三人の子供が結婚して、それぞれ独立して家を出た後は、夫婦と 3才の愛犬のスッピッチロと 3人？の

家族になりました。1 日が長く、夫が出勤した後は、何もする事がなく、退屈な毎日でした。 

何か楽しいこと、何か自分に身につく事が出来ないかな？と思いながら、何気なくテレビを見ると、七

五三の風景が目に入りました。可愛いなぁと思っていたその時、私の胸の中に熱い物が沸き上がりました。 

「あっ！そうだ！これだ！私のやりたい事は！」孫の七五三、成人式の着付けは、自分の手で！と決めま

した。 昭和 55年春4月に新宿にある着物着付学院に入学致しました。クラスは皆さん若い方ばかり、

大正生まれは 3名でした。それでも、年を忘れ、良いお仲間になり、そのお陰でいろんな方とお話し出来

る楽しさが分かり、当時赤羽会館の 5 階にあった赤羽会館文化センターで、三味線と和裁の教室に入会致

しました。着付学院も昭和 57 年3 月に講師のお免状をいただき、無事卒業致しました。 

 平成 4 年に着付けの区民講座で受講者さんの前に立った時の感動は今でも忘れません。念願だった孫の

男女 8人の七五三、成人式も無事に終わりました。これからの私の生きがいは、出来ればひ孫の成人式も

自分の手で！これは私の希望です。娘たちは無理無理と笑って居ります。その時私は 100 才過ぎてます。 

 ある本に出ていました。女性が美しく長生きの秘訣「あいうえお」 

  （あ）…安眠  （い）…色気  （う）…運動  （え）…笑顔  （お）…おしゃれ 

これからは、この「あいうえお」をしっかり守って自分の「生きがいへの道」を目指していきたいと思い

ます。 

 

〈三宅千枝子さんの活動〉 
 長く北区に在住し活動されていました。現在はお子さんが住む埼玉県三郷市に引っ越しされましたが、

武蔵野線、京浜東北線を乗り継ぎ、赤羽まで元気に活動に来ています。 

【明日葉会】 

第 2・4日曜日 午前：着付クラス、午後：小物作成クラス、その他不定期で活動 

年 2 回、赤羽文化センター子どもひろばのボランティアとして「ビーズでズリの実を作ろう」「ビーズでス

イーツ」などのプログラムを開催 

【赤羽文化センター利用団体連絡協議会】 

運営委員、副会長などを歴任し、現在は会計監査として活動。 

赤羽文化センターまつりでは、接待長として、来賓の方々や実行委員さんの 

食事作りなども行っています。 

今年の赤羽文化センターまつり後の懇親会のアトラクションでは、 

ハンガリー舞曲を三味線で演奏するという、珍しいコラボレーションに 

チャレンジしてくださいました。 
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今回は赤羽文化センターでは、カラオケ・水彩画・似顔絵、滝野川文化センターでは、油絵と多岐にわたる

分野で活躍し、赤羽文化センターまつりでは、ファンが出来るほどの歌唱力で来場者を魅了し、滝野川文化セ

ンター祭では、毎年ポスターのデザインを提供していただいている、佐藤光伸さん（浮間亭おぼ助氏）に 

“生きがい”について記していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ～ご隠居とおぼ助と文化センター～    佐藤 光伸 

「ご隠居さん、こんにちは」「おや、おぼ助じゃねぇか、お茶でも入れよう。ところでおめェ今度個展なん

てェのをやるんだって？」「えぇ、そうなんですよ、だから今、頭ん中その事でいっぱいよ」「おめぇもい

ろんな事やってるなァ、絵やら歌とか…」「そうなんですよ、一時は釣りも夢中になりやしてね」「うん、

わしも釣りが好きだが、おめぇは何年位やってたのかい？」「えぇ、40年位熱中してやしてね」「それが

パッタリとやらなくなったなァ」「あの頃は若かったからねェ、夜中に舟を漕いだりしてね、今じゃとても

舟なんぞ漕げねェ、その代わり今は色々やってましてね」「うん、聞いてるよ」「実はねェ定年になって、

これからは何時だって釣りが出来らァと思ってたら、その内半年位たっかなァ、何かこうボーッとして何

もやる気がなくなって来た」「そりァ“うつ”みたいなもんだなァ」「その頃は文化センターの事なんか良

く知らなかったが、ある時“楽しい油絵”とかてェのを北区ニュースかなんかで見やしてね『よしこれだ！』

と教室に通うようになり、又絵を描き始めやした。先生も良くってね、次に水彩画も、似顔絵なんかもや

るようになりやした。カラオケもその頃からかなァ」「もともとおめぇは絵が 

好きだったからなァ、子供の頃、熱を出して医者が往診に来た時も、おめぇは 

絵を描いてて、医者が驚いて『大きくなったら、いい先生を紹介してやるから 

ね』と言ってたそうだ」「えェ今は暇さえありゃ絵を描いてるねェ」「絵ばかり 

じゃねぇんだろ？」「そう他にも色々とね、音楽とか、落語とか、それに長唄や 

踊りを見るのも好きでね、自分で唄うのは“演歌”だけだけどね、コンサート 

や寄席にもよく行くんですよ」「以前、テレビにも出てたじゃねェか」「エッヘ 

ヘ、あのテレビの頃も楽しかったね、8年間やってましたよ、あれもいい経験 

だったねェ」「今じゃおめェ、老人会でも活躍してるってんじゃねェか、歌を 

唄ったり、落語やったりとか」「エッヘヘどうも」「おめぇにとっちゃァ文化 

センター様々だな」「えェ、そうなんですよ、こうやってやる気が出たのも 

“センター”からですからねェ、文化センターには足を向けて寝られねェよ」 

「うめェこと言いやがる、おめぇもそう若くはねェんだから体には気を付けてな」「えぇありがとうござい

やす」「もう帰るか？」「まだまだ言いてェ事はあるけど紙面がいっぱいでね、隠居さんも個展には必ず来

てくださいよ」「あヽ分かったよ」「ありがとうございやした」 

 

 〈佐藤光伸さんの活動〉 
昭和 14年（1939 年）北区浮間生まれの佐藤光伸さん、現在では浮間四・五丁目長寿会の会員として、

歌や落語をされているそうで、落語を演じる際の高座名「浮間亭おぼ助」としても活躍中！おぼ助とは、

子供の頃のあだ名「おぼちゃん」から付けられたそうです。 

 

《赤羽文化センターでの活動》 

・赤羽美術クラブ副会長（水彩画） 

・サークル似顔絵副会長（似顔絵） 

・ひびきの会会長（カラオケ） 

 

《滝野川文化センターでの活動》 

・画友クラブ瞳会副会長（油絵） 

佐藤光伸展 
6 月 12 日（月）から 

6 月 18 日（日）まで 

午前 11 時～午後 6時 

ぎゃらりー遊 にて 

赤羽駅北改札口下車 

西口方面徒歩 2分 

２０１７年の情報です
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今回は滝野川文化センターで、鉛筆画を楽しむ会「北芯会」の講師をしている安住孝史さんに「生きがい」

について記していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ～わたしの生きがい～    安住
やすずみ

 孝史
た か し

 

滝野川文化センターで鉛筆画を楽しむ会「北芯会」が始まってから 19年、途中、中央公園文化センタ

ーからの人達も加わって今に至っています。初回から描き続けている人もいます。60歳で始めた人も来

年は 80歳、未だに「北芯会」が続いているのは参加している仲間の根気と情熱の賜物です。“生きがい” 

と言う大袈裟なことでは無いとしても日常生活に加わっている、ささやかな楽しみであることは間違いあ

りません。また「北芯会」は来る人の都合に合わせて昼と夜に開いていますが各人家庭を持っています。

それぞれパートナーの理解、特に夕方から絵を描きに主婦が外出するのは御主人の理解があってのこと、

信頼関係で結ばれた素晴らしい人生だと思います。 

 12年前から児童館で子ども達にも絵を教えています。今、「教えています」と書きましたが全員が僕と

一緒に絵を描く友達です。子ども達からは色々なことを教わります。ですから絵を描く教室ではなく僕の

処に来てくださるお客様なので『やすずみ鉛筆画サロン』と呼んでいます。 

 僕は 20歳を過ぎた時、絵を描いて行く人生を選びました。その時から 80歳近くまで絵を描いて来ら

れたのは運が良いと思います。良い運とは良い人に出会うことです。僕は鉛筆画家と呼ばれます。黒鉛筆

一本槍の細密画に徹しているからです。彩色の時も鉛筆を活かして描きます。両親に絵を描いて行く決意

を話すと、日本画・橋本関雪さんの世話になることを決めました。銀座で親しくなった兜屋画廊店主の西

川さんからは「油絵を 100とすると水彩画は 10分の 1、鉛筆画は値がつかない」と油絵を描くことを

強く勧められました。けれど鉛筆で描く味わいが好きでしたし、絵の値打ちは使う素材の違いではなく作

家の作品に対する『おもい』の深さだと思っていたから鉛筆で描く覚悟は変わりませんでした。 

 父は絵描きになることを経済的不安定さ 

から反対しました。けれど僕の絵を描いて 

行く動機は、絵は優しさを表現出来ること。 

生きている、生きていた証明になること。 

せっかく生まれて来たのだからと言う『人 

間の尊厳』人間賛歌だと思ったからです。 

 今、来年画集を上梓するため頑張ってい 

ます。画集は、まだ見ぬ未来の子ども達へ 

の贈り物です。僕たち先人の勇気と優しさを伝えることが出来たら、この上ない幸せです。 

〈安住孝史さんの略歴と北芯会の活動〉 
昭和 12年 東京下谷に生まれ、浅草で育つ。画家を志し大学を中退、様々な 

アルバイトをしながら絵を描き続ける。 
昭和 45年 銀座「中林画廊」で初個展。「芸術新潮」で取り上げられる。 
昭和 47年 鉛筆を折り、タクシー運転手になる。 
昭和 53年 雑誌「江戸っ子」に東京の夜の風景画を鉛筆画で連載。 
昭和 59年 運転手をやめて画業に専念する。以後、個展の開催多数。マスコ 

ミ等にも多数取り上げられる。 
著作 鉛筆画の世界（東京堂出版）、東京夜の町角（河出書房新社）、 

東京・昭和のおもかげ（日貿出版社） 
共著 えんぴつ画の本（視覚デザイン研究所）、鉛筆グラフィック（グラフィッ 

ク社）、ふるさとはフクシマ 子どもたちの 3・11（文研出版）などが 
1988年 11月から 2000年 3月まで北区文化情報誌「コンパス」（（公財） 
北区文化振興財団）に「街の風」のタイトルで鉛筆彩色画を連載。現在、北区中里に在住。 

北芯会の活動 毎週土曜日 １３：００～１７：００ １８：００～２１：００（午後と夜間を交互に開催） 

お問い合わせは滝野川文化センター０３－５３９４－１２３０（午前９～午後１０時 月曜・祝日休館） 

安住孝史さん（右から３人目）と北芯会の皆さん 
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今回は、中央公園文化センターで長年にわたり活動されている、丹澤 保一さんに“生きがい”に 

ついて記していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ～わたしの生きがい～   王
おう

写会
しゃかい

 丹澤
たんざわ

 保一
やすかず

 

 王写会は、昭和 60年に中央公園文化センターで行われた「写真教室」で講習を受けた人たちの集まり

で誕生しました。 

当時教室の講師であった中一訓先生がそのまま先生として始まりました。私も若い頃、山登り、スキー、

旅行と趣味多彩でした。その時の絶景を写した写真がそもそもの写真の始まりでした。王写会には、中先

生の薦めでの途中入会でした。その折、四つに伸ばした作品で自分では最高？の作品を持参した処「これ

は写眞ではない」とクソミソに言われ、それが心に焼きつき、夢中になりました。当時、王写会は、カメ

ラ・ビデオと 40 名近い会員で盛会で月 1 回の撮影会、例会を行い例会で選ばれた作品は、当時の北ケー

ブルテレビ、現在の「Ｊ：ＣＯＭ東京北」で週 1回放映されました。更に年 1 回、春か秋にバスで一泊の

研修撮影旅行となかなか活発な会でした。 

その様な王写会にのめり込んで、北区文化写真連盟の年 1 回の秋の公募展に応募し特選や準特選を始め

入選も何回かありました。現在も各種の写真団体に籍を置き、年 1 回の各団体の写真展に応募し「アサヒ

カメラ賞」「連盟賞」として東京都美術館や六本木富士フィルムフォトサロン等に展示されたことにより更

に生きがいを感じるようになりました。 

王写会は、創立以来（32 年間）変わることなく、毎月、第 1 日曜日は、近郊の撮影会・第 3 日曜日は

例会を行い、現在は私が主となり、会員の互選により選出された作品は全作品をプリントし会報として会

員全員に配布しております。現在は、デジタルカメラの時代ですが美しい色彩の写真作品となるとフィル

ム、「ポジ」フィルムにはかないません。そんな訳で現在、私もデジカメは持っていますが、応募する写真

作品には、ポジフィルムで撮影しています。それも中判カメラで撮るので機材が重いので、高齢になった

現在は体にこたえますが何とか工夫して撮影旅行を続けています。 

 その様な事で生きている限り、動ける限り、写真だけは生命あるまで『わたしの生きがい』として続け

て行きます。 

 

〈丹澤 保一さんの略歴・活動・作品〉 

昭和３年滝野川区「現在の北区」に生まれる。戦前から現住所北区に在住。 

現在は、中央公園文化センター・利用団体協議会友の会副会長（平成 26 年度～   

28 年度は会長）、運営委員及び活動団体「王写会」会長、「日本写真家連盟」会員、 

「写団いぶき」会員 

題名「初冬」 

撮影場所…富山県五箇山 

題名「残雪の峰々」 撮影場所…那須高原 題名「白樺に寄り添い」 

撮影場所…那須湯本 

※文化センターH.P には、 

カラー版で掲載されています。 

http://ｗｗｗ.kita-bunka.com/ 
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〈山城純子さんの略歴・活動〉 
北区十条に生まれる。 
結婚による転居のため 7年勤めていた銀行を退職し長野県飯田市へ。 
夫の転勤に伴い埼玉県川口市へ。 
1998 年より パソコン教室にて再び働きだす。 
2000 年より 鳩ケ谷市・豊島区・川口市等の小中学校にて、IT サポーターとして活動           
2001 年より IT講習会をはじめとするパソコンインストラクターとして活動 
2002 年より 市町村主催のパソコン講習会講師 パソコンクラブ講師 
2007 年より 赤羽文化センターにて活動  
2009 年   大学入学 
2012 年より iPadクラブ開始 
2015 年 4月 一般社団法人 大人の小学校設立 
 
現在に至る 

 

今回は、赤羽文化センターでパソコンや iPad のサークルに携わっているほか、「子どもひろば」のボラン

ティアとして協力して下さっている、山城純子さんに“生きがい”について寄稿していただきました。 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ～わたしの生きがい～    山城
やましろ

 純子
す み こ

 

わたしの生きがいは 

学ぶこと（知識を知恵に変える実践）    

伝えること（学びを共有） 

関わる人に喜んでもらうこと（人の役に立つ）です。  
 

1998 年パソコン教室での受付のアルバイトを始める事で現在の生きがいに結びつく転機が訪れまし

た。受付事務を通してパソコンと向かい合うことになり、その面白さにのめり込んで行き、気が付くとイ

ンストラクターの道を歩むことになっていました。小中学校で ITサポーターとして子供たちと一緒に学習

する機会を与えられ、その後、IT 講習会の開催に伴い、地域の皆さんにパソコンの必要性や楽しさを伝え

ることとなりました。講習会が終了すると各地にパソコンクラブが立ち上がり、学校関係や川口メディア

セブン(中級パソコン講座)のお仕事に加えパソコンクラブの講師をする機会が増えていました。 

赤羽文化センターさんとのご縁は、「赤羽 PC クラブ」の当時の会長のお招きによるものでした。 

「赤羽 PC クラブ」から発生した「虹の会」「さくらクラブ」「ビビット PC クラブ」と 4つのパソコン

クラブとの関わりを通して生涯学習の大切さをより一層知ることができました。 

サークル活動は、エンドレスなわけですから皆さんに飽きずに継続的に学んでいただくための工夫が必

要になります。パソコンスキルを磨くだけではなく皆さんの心の変化や体調等を気遣う必要性も出てきた

わけです。そんな悩みが目覚めた頃、ちょうど娘が大学に入学しました。 

「そうだ私も女子大生になろう！」 

通信制の大学に通うことになりました。大学では心と身体と文化について考える機会に恵まれ、心身相関

といった考え方や心理学や脳科学を、学ぶうちにパソコンクラブでの私なりの指導方法が見えてきました。 

その頃、将来パソコンに代わるであろう新しいアイテムを手にすることになり、iPad を教科書がわりに多

目的学習を楽しくするコミュニケーションの場を提供していきたいと思いつき、賛同していただいた皆さ

んと「さくら iPad」「赤羽 iPad」を立ち上げ、現在はパソコンクラブ 2 つに加えて iPadクラブ 2つの

講師をさせていただいています。 

サークルの皆さんとワイワイガヤガヤやりながら楽しく学習することに幸せを感じています。そして、

皆さんの笑顔がある限り、これからも地域の生涯学習に取り組んでいきたいと思っています。 

 

 

 

 

サ
ー
ク
ル
の
様
子
。
立

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
が
山
城
さ
ん
で
す
。 

「子どもひろば」向けの、山城さん
の企画「iPad に触ってみよう」で、
子どもたちが iPad体験をしていま
す。 
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今回は滝野川文化センターで、陶芸、安来節のサークルで長年活動し、数年前まで利用団体連絡協議会会長も務め

ていた加賀勇造さんに「生きがい」について記していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ～わたしの生きがい～    加賀
か が

 勇造
ゆうぞう

 

会社勤めをしていて定年が近づいた頃、先輩方の話などを参考に現役時代に退職後の自身のあり方、過

ごし方を考えるようになりました。シルバー人材センターに登録されている方の話を聞いたりしたが、現

役時の肩書きの癖で同じ仲間を仕切りたがる人がいる話を聞き嫌になりました。 

近所の人に滝野川文化センターで開催している陶芸講座や、７０前後のサークル活動があることを教え

ていただきました。それが陶芸サークルとの初の出会い。作陶作りの過程に強く興味を持ち、仕上がりを

想像し、他の人の作陶を見たりしても飽きませんでした。いつの間にか作品作りより当時４０人の教室で

高齢者、障害を持った会員も多く、全体像を把握しながら、教室への一番入りに始まり、準備、段取り、

作品の運搬など雑用めいた事が自身の性に合ってなんとなく主になりました。１０数年経つも１年に１～

２個と満足のいく作品はいまだありません。「夢
む

陶
とう

クラブ」の発足からつい数年前まで会長を務め、センタ

ー祭や子どもひろばでのボランティア活動に積極的に参加。そこでも会場作りや運営などの環境を整える

事に力を注いできました。 

幼少の頃より民謡など郷土芸能に慣れ親しんでいましたが、なぜか中国地方の「安来節」に強く興味を

持ち、カラオケで行く馴染みの店のママさんに話したところ、たまたま活動している保存会グループを紹

介してくれ、即入門。衣装道具を購入、夢中で稽古に励み年１回の昇格審査会で９段階のテストを経て師

範に昇格させて頂き、祭り・舞台・デイサービスなどで唄や踊りを披露、ボランティア活動をしてきまし

た。センター祭には実演団体として特別出演もさせて頂きました。安来節保存会関東支部道場が浅草雷門

近くにあり、長年に亘り「木馬亭」にて公演活動、また浅草公会堂で演目「どじょう掬い踊り」を披露、

赤羽馬鹿祭りや北区区民祭りで赤羽会館講堂にて１０年間連続出演させて頂き大盛況でした。さらに四国

徳島地方の「阿波踊り」の本場からの出身者で構成されたベテラン蓮に入会させて頂き、厳しい練習で夏

場は外でのお祭り、秋から春にかけては都内のホテルで企業や団体の多くのイベントに参加しています。 

５年程前にがんで胃と胆のうを全摘。当時人生これまでと思い、全てのサークル活動の責任者を辞退し、

暫らくマイペースの生活を送る覚悟を決めた直後に、町会自治会よりシニアクラブ会長の不幸に伴い急遽

後任を引き受けてほしい旨話が有り、状況判断の末快く引き受けました。いざなかに入ると知らない方が

多く、ほとんど顔も見たことのない人達ばかりで戸惑いもありましたが、逆に新鮮な気分で活動させても

らっています。町会の行事では「カラオケ」「麻雀」を持ちつつ、祭りなどの行事で交流する内、少し町内

が分かるようになってきました。また、妻と以前住んでいた文 

京区の敷地３千坪の、あるお寺の奉仕活動をしています。樹齢 

７０年の桜が７本あり、落葉・山道の清掃、花壇の手入れなど 

を買って出たことが始まりで、ボランティアで４０年も続き僧 

侶の知人も多く、何より外の仕事が健康によく、檀家さんの応 

援もあり今でも続けさせて頂いています。 

これまで楽しい人生を過ごさせて頂きました。これからも人 

との出会いを大切に相手の身になった対処に心がけ争い事を好 

まず、欲得なく成る様にしかならず、置かれた立ち位置で懸命 

に努力したい。どこへ行っても地蔵さんに出会ったら世界平和を祈り合掌！！ 

 

 

 

 

 

 

 

〈加賀勇造さんの経歴〉 
１９３８年７月１日 秋田県横手市（米どころ、民謡の宝庫、田園地帯）の生まれ 

上京後、文京区・台東区周辺に居住。北区中里に家を構えて暮らすようになって４０年近く経つ。 
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～
わ
た
し
の
生
き
が
い
～ 

熊
田 

元
次 

私
が
、
日
ご
ろ
楽
し
み
な
が
ら
生
き
が
い
感
を
求
め

て
い
る
近
未
来
の
様
子
。 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
、
Ｏ
Ａ
機
器
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
、
現
金
の
や
り
と
り
な
し
で
決

済
が
な
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
加
え
て
紙
を
用
い

な
い
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
ど
、
非
常
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

進
化
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
時
代
こ
そ
、
用
紙
に
文

字
を
印
刷
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思

う
。 昔

は
、
謄
写
版
で
印
刷
し
た
記
憶
が
あ
り
、
鉄
筆
先

端
に
鉄
針
を
つ
け
た
筆
記
具
を
使
い
、
原
紙
に
書
き
入

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
書
き
直
し
が
出
来
難
い
の
で
、

集
中
し
て
い
て
も
、
一
文
字
も
間
違
い
な
く
書
き
入
れ

る
こ
と
は
、
至
難
の
業
な
の
だ
が
、
私
は
、
失
敗
を
恐

れ
な
い
性
質
な
の
で
、
ガ
リ
版
に
挑
ん
で
お
り
、
当
時

は
そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で
い
た
。 

私
の
子
ど
も
の
頃
、
個
人
で
電
話
機
を
持
つ
こ
と
は

夢
の
よ
う
な
話
で
、
今
と
昔
、
ど
ち
ら
に
幸
が
あ
っ
た

の
か
…
思
い
巡
ら
す
。 

十
代
の
子
ど
も
が
、
罪
の
意
識
低
く
、
高
齢
者
を
騙

す
特
殊
詐
欺
に
加
担
し
、
捕
ま
っ
て
初
め
て
代
償
の
大

き
さ
に
気
付
き
、
こ
と
の
重
大
さ
に
悔
や
ん
で
い
る
。 

今
の
世
、
電
車
に
乗
る
と
周
り
の
乗
客
の
方
は
殆
ど

ス
マ
ホ
を
睨
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
て
…
多
く
の
方

が
ス
マ
ホ
の
虜
に
な
っ
て
い
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
心
の
思
量
は
善
意
で
行
動
す
れ
ば
、

「
生
き
が
い
」
に
繋
が
る
の
か
は
、
意
志
の
伝
達
が
必

要
。
今
の
世
は
、
物
が
豊
富
で
意
思
疎
通
の
方
法
は
（
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
）
や
（
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
）
。
幼
い
子
で
も
音
声

で
呼
び
か
け
て
い
る
し
、
聞
き
た
い
こ
と
が
素
早
く
判

明
す
る
。
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
な
ら
グ
ル
ー
プ
で
ト
ー
ク
を

楽
し
み
な
が
ら
連
絡
網
代
わ
り
に
な
り
便
利
な
の
で

利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、「
心
、
満
ち
足
り
て
ま
す

か
！
」
と
、
も
し
聞
か
れ
る
と
、
そ
う
ね
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
ト
ー
ク
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
ス
タ
ン
プ
な
ど
ハ
ッ

ピ
ー
な
お
知
ら
せ
な
ど
が
あ
り
、
楽
し
む
ア
イ
テ
ム

（
道
具
）
と
し
て
愛
用
し
て
い
る
け
ど
、
気
に
か
か
る

の
で
、
い
つ
し
か
携
帯
を
見
て
い
る
、
そ
ん
な
自
分
に

気
が
付
く
。
そ
れ
で
も
何
か
足
り
て
い
な
い
気
が
し
て

人
間
ら
し
い
気
持
ち
に
逢
い
た
い
た
め
に
、
真
正
さ
を

補
う
た
め
、
生
の
声
も
聴
き
た
い
の
で
、
会
話
を
求
め

て
、
活
動
に
赴
く
。 

向
か
い
合
っ
て
話
し
合
う
機
会
を
得
て
、
毎
週
火
曜

日
に
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料
金
で
の
ラ
ン
チ
会
に
参
加

し
て
、
男
女
５
～
６
人
程
度
で
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
を

話
し
て
い
る
。
同
性
同
士
で
は
、
今
風
な
情
報
が
入
手

で
き
、
異
性
と
話
す
時
に
は
、
グ
ル
メ
の
話
が
多
く
、

「
あ
の
店
の
ラ
ン
チ
が
美
味
し
か
っ
た
ょ
～
」「
あ
そ

こ
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
安
く
て
旨
い
の
」
な
ど
を
聞
き
、

そ
の
店
を
検
索
し
、
直
ぐ
に
店
名
も
判
明
し
、「
凄
い
！
」

と
驚
く
声
を
聞
く
。
使
い
勝
手
の
良
い
ス
マ
ホ
か
ら
手

放
し
が
で
き
そ
う
に
な
い
の
で
、
ス
マ
ホ
を
み
ん
な
に

勧
め
、
全
員
が
ス
マ
ホ
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
り
、
時

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

美
味
し
い
鮮
菜
な
ど
を
頂
き
な
が
ら
、
話
を
聞
き
、

ユ
ー
モ
ア
を
も
っ
て
受
け
答
え
を
し
、
精
神
作
用
に
良

い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
心
が
穏
や
か
に
な
る
。
会
話

も
弾
み
、
モ
ヤ
モ
ヤ
も
解
消
で
き
、
笑
顔
で
話
し
合
い

が
出
来
れ
ば
、
互
い
に
心
が
軽
く
な
り
、
こ
れ
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
部
に
成
り
得
て
い
る
気
が
し
て

続
け
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
の
「
生
き
が
い
」
は
生
き
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
こ
と
が
多
く
あ
り
、
物
事
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
価

値
観
の
近
い
人
と
巡
り
合
い
、
話
し
相
手
に
な
る
。 

最
後
に
、
私
の
好
き
な
思
想
家
「
孔
子
」
の
言
葉
。 

「
あ
る
事
に
知
識
の
あ
る
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
事

を
好
む
人
に
は
及
ば
な
い
。
ま
た
、
そ
の
事
を
好
む
人

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
事
を
楽
し
む
人
に
は
及
ば
な
い
」 

私
は
思
う
… 

人
生
で
一
番
優
れ
て
い
る
人
は
、 

楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。 

そ
う
だ
、
そ
う
し
よ
う
！ 

                 

 

        

 

熊田さんの活動歴 
出生地：豊島区 巣鴨 
2012年 ふれ愛パソコン（第 2・4金曜日午後） 

サポーター及び講師として活動 
2015年 きたくなるバルーンアート 

（第 2土曜日午前）サポーターとして活動 
2017年 高齢者ふれあい食事会「すまいる」 
     責任者として活動 
2018年 ＮＰＯ法人 北区栄養グループ食彩 

理事 

今回は中央公園文化センターで、パソコンやバルーン・アートなど幅広く活動し、文化センターのイベン
トではボランティアとしても活躍している熊田元次さんに「生きがい」について記していただきました。 



 

 

 

1 

滝野川文化センター祭でマジックを披露する 

水林義男さん 

 
 

～
わ
た
し
の
生
き
が
い
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
林 

義
男 

 

文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
原
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
時
、

直
感
的
に
「
わ
た
し
の
生
き
が
い
」
と
は
、
今
、
健

康
で
生
き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。
六
十
歳
で

建
設
会
社
を
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
朝
早
く
か
ら
夜

遅
く
ま
で
働
き
、
休
日
に
旅
行
に
行
っ
て
も
、
会
社

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
の
連
絡
が
あ
れ
ば
、
ス
ッ
飛
ん
で
行

き
、
朝
か
ら
晩
ま
で
会
社
生
活
に
ド
ッ
プ
リ
浸
か
っ

て
い
た
人
生
で
し
た
。 

 

い
ざ
退
職
し
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
思
う
存
分

出
来
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
直
面
す
る
と

毎
日
何
を
し
て
良
い
か
思
い
浮
か
ば
ず
、
精
神
的
に

不
安
定
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
手
を
差
し
延
べ
て

く
れ
た
の
が
兄
で
し
た
。
兄
か
ら
社
交
ダ
ン
ス
を
一

緒
に
や
ろ
う
と
半
ば
強
制
的
に
誘
わ
れ
、
社
交
ダ
ン

ス
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
、

現
在
で
は
マ
ジ
ッ
ク
・
水
彩
画
・
社
交
ダ
ン
ス
等
八

種
類
の
趣
味
（
十
二
か
所
の
サ
ー
ク
ル
）
と
自
営
業

の
手
伝
い
、
お
寺
の
総
代
等
忙
し
く
飛
び
回
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
何
か
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
増
や
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
数
あ
る
活
動
の
中
で
自
分
と
し
て
一
番
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
気
の
合
っ
た
仲
間
と
楽
し

い
時
を
過
ご
す
こ
と
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は

難
題
の
要
求
や
難
し
い
人
間
関
係
で
苦
労
し
ま
し

た
が
、
今
は
自
由
に
自
分
の
意
志
で
選
択
出
来
ま
す
。

現
在
一
番
興
味
を
持
っ
て
い
る
趣
味
は
マ
ジ
ッ
ク

で
す
。
数
か
所
で
習
っ
て
い
ま
す
が
、
奥
が
深
く
練

習
す
れ
ば
す
る
程
楽
し
み
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
発

表
会
等
で
舞
台
に
立
て
ば
、
六
～
七
分
の
演
技
の
間

は
自
分
一
人
の
た
め
に
音
楽
・
照
明
・
舞
台
の
方
が

協
力
し
て
頂
け
、
そ
の
間
は
自
分
が
主
役
で
す
。
ま

た
、
上
手
に
演
技
が
出
来
た
時
に
は
観
客
か
ら
暖
か

い
拍
手
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
発
表
会
は
一
年

間
の
練
習
の
成
果
を
観
客
に
観
て
頂
く
機
会
で
あ

り
、
手
・
足
が
震
え
て
失
敗
し
、
落
ち
込
む
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
反
面
、
適
度
の
緊
張
感
の
中
、

成
功
し
た
時
の
喜
び
は
格
別
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
趣
味
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、
お
互
い
ベ
ー
ス

で
は
繋
が
っ
て
い
て
、
相
互
に
良
い
影
響
を
与
え
合

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

私
は
趣
味
に
つ
い
て
は
「
ゼ
ロ
」
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
練
習
す
れ
ば
す
る
程
、
年
々
少
し
ず
つ
上

達
し
て
い
き
、
そ
の
中
か
ら
生
き
が
い
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
様
に
、
色
々
な
趣
味
を
楽
し
め
る
の
は
健
康
な

身
体
（
心
も
）
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で
す
。
健
康

な
身
体
を
授
け
て
頂
い
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
健
康
で
い
る
限
り
趣
味
を
続
け
、
子

ど
も
か
ら
老
人
ま
で
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
、
自
分
自
身
の
や
り
が
い
を
見
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

私
は
ビ
ー
ル
が
好
き
で
、
何
か
を
や
り
遂
げ
た
後
、

仲
良
し
仲
間
と
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
が
好
き
で
す
。

そ
の
こ
と
も
生
き
が
い
の
一
つ
で
す
。 

「
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       

 

        

 

今回は区内 3文化センターで、マジック・水彩画・似顔絵・英会話・料理等幅広く活動し、滝野川文化セ
ンターの協議会の役員としても活躍している水林義男さんに「生きがい」について記していただきました。 

水林義男さんの経歴・活動 
1945年疎開先の長野で生まれる 
すぐに東京の神田鍛治町に移り、そこで育つ 
現在は北区内に在住 
滝野川・赤羽・中央公園の各文化センターおよび 
赤羽会館、北とぴあの各施設で活動に参加 
●活動内容 
赤羽会館 社交ダンス 
北とぴあ マジック 
滝野川文化センター  マジック 料理教室 
赤羽文化センター   似顔絵 英会話 パソコン 
中央公園文化センター 水彩画    
 



 

 

 

1 

～
絵
を
描
く
と
い
う
事
～ 

菊
地 

美
穂 

 

き
っ
か
け
は
当
時
小
学
一
年
生
だ
っ
た
娘
が
学

校
か
ら
持
っ
て
帰
っ
て
来
た
北
区
生
涯
学
習
情
報
紙

で
し
た
。
私
は
子
ど
も
の
頃
は
絵
を
描
く
事
が
好
き
で
、

我
流
で
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
社
会
人
に
な
り
、
心
の

余
裕
が
無
く
な
っ
て
か
ら
全
く
描
か
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
十
年
近
く
が
経
ち
、
小
さ
な
娘
の
「
お

絵
描
き
」
に
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ
て
、
時
々
落
書
き

程
度
に
は
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
頃
で
し
た
。
絵
を

習
っ
た
こ
と
が
無
い
の
で
「
正
し
い
描
き
方
を
教
え
て

も
ら
え
る
の
か
も
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
平
成
２
８

年
度
２
月
に
開
催
し
た
全
４
回
の
似
顔
絵
講
座
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
講
座
に
参
加
し
た
も
の
の
、

教
え
て
も
ら
っ
た
の
は
似
顔
絵
の
基
礎
の
基
礎
だ
け

だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
面
白
い
な
と
興
味

を
持
ち
、
講
座
の
終
了
と
共
に
新
設
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル

「
ニ
コ
ニ
コ
似
顔
絵
会
」
に
入
会
し
ま
し
た
。 

発
足
か
ら
５
カ
月
足
ら
ず
で
参
加
し
た
初
め
て
の

セ
ン
タ
ー
祭
は
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
飾
る
作
品
を
仕
上

げ
る
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。
２
年
目
の
セ
ン
タ
ー
祭

で
は
、
初
の
実
演
を
行
い
、
３
年
目
か
ら
は
セ
ン
タ
ー

祭
の
他
に
、
子
ど
も
ひ
ろ
ば
で
の
実
演
も
加
わ
り
、
活

動
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。
展
示
だ
け
を
し
て
い
た
時

は
と
に
か
く
似
せ
て
描
く
事
に
情
熱
を
注
い
で
い
ま

し
た
が
、
実
演
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
似
顔
絵
で

一
番
楽
し
い
の
は
相
手
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
事
な
の

だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
個
人
レ
ベ
ル
で
は
子
ど
も
ひ
ろ
ば
の
ポ
ス
タ

ー
を
作
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
た
り
、
他
の

会
の
方
々
と
区
民
ま
つ
り
や
美
術
工
芸
展
、
介
護
施
設

等
で
似
顔
絵
実
演
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
事
や
得
た
も
の
は
色
々
と

あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
収
穫
だ
っ
た
の
は
、
自
分
に
と

っ
て
の
「
絵
」
の
存
在
意
義
を
認
識
出
来
た
事
で
す
。

年
齢
的
に
趣
味
に
没
頭
す
る
時
間
を
十
分
に
は
取
れ

な
い
の
で
す
が
、
同
じ
趣
味
を
持
っ
た
方
々
と
創
意
工

夫
を
続
け
な
が
ら
、
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

            

 

        

 

今回は、平成 28年度に中央公園文化センター区民講座「初めてでも楽らく描ける似顔絵入門」から発足
した≪ニコニコ似顔絵会≫の菊地美穂さんに「生きがい」について記して頂きました。 

≪ニコニコ似顔絵会≫ 

絵心のない方・初心者全て大歓迎！似顔絵は上手・下手は関係ない所が魅力で

す！一度無料体験にいらして下さい。ご一緒に楽しく描きましょう！ 

活動日：第２金曜日、最終日曜日（月２回）午後１時～３時 

会 費：月５００円（入会金無し） 
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今回は、フラワーアレンジメントの活動や「子どもひろば」のボランティアとしてご協力いただいている

『フラワーサークル「ボヌール」』の林 一恵さんに寄稿していただきました。 

 

花が紡ぐ縁 
林 一恵 

私がフラワーアレンジメントに出会ってから、もう 30 年

になります。長野県の信越放送で記者として取材活動をする

中で、当時はまだ新しかったフラワーアレンジメントに魅せ

られてしまいました。師である岡村幸子先生のお人柄にも惹

かれ、夢中でお稽古をしました。花に向かい合う短い時間

は、記者として時につらい思いをする私にとっては何よりの

癒しでした。 

5 年前、横浜から北区に引っ越して来たとき、知り合いは一

人もいませんでした。先生の勧めでお花を教え始め、2 年ほど

前から赤羽、中央公園両文化センターでサークル活動を始めました。それぞれ月 2 回、少人数ながらに

ぎやかに楽しく活動しています。作品を作った後、メンバーさんが淹れてくれる季節のお茶をいただき

ながらおしゃべりする時間はまさに憩いのひと時です。何人かのメンバーさんから、「ここは私の居場

所」と言われたとき、幸せだなと思いました。女性がいろんな役割をちょっと忘れて自分だけのために

過ごす時間の貴重さと大切さを私も感じていたからです。そしてそこで作られたアレンジメントは、持

ち帰られて家族の心をなごませてくれるものとなります。そのままプレゼントになることもあります。

それもまたうれしいものです。 

サークルでは生花の作品を作ることが中心ですが、メンバーさんの一言から、夏、花が弱い時期にハ

ーバリウムをやってみました。意外に面白くそれをきっかけに「子どもひろば」のボランティアに参加

することにしました。地域のイベントに参加するのは初めてです。当日は多くの子どもたちの笑顔に触

れることができ、これもまた大きな喜びとなりました。これからもできるだけ参加していこうと思って

います。子どもたちに花があることの楽しさを感じてほしいからです。また秋には中央公園文化センタ

ー祭に出展する予定です。私たちにとって初めての花展です。日頃の成果をご披露したいなと思ってい

ます。 

気が付けば私はこの地で多くの知り合いを得ていました。メンバーさん以外にもお花屋さん、文化セ

ンターの方々、何ヶ所かで飾っている花に目を留め、声をかけてくださる方…みな、花が作ってくれた

縁です。この縁をさらに豊かに大きくしていくことが私の生きがいです。芍薬のつぼみは固く小さなも

のですが、柔らかくし花開くと他を凌駕するほど華やかに咲き誇ります。そんな風になれたらな…店先

に出始めた芍薬を見てふと思うのでした。 

≪フラワーサークル「ボヌール」≫ 

ペーパーを花器に仕立てることで材料費

を抑えて活動しています。花のある暮ら

しを楽しみましょう！ 

活動日：隔週金曜日（月 2 回） 

午前 10 時～正午 

会 費：月 5,200 円 

（花代・資材費など） 

 

 

サークルのメンバーでの食事会の様子 

（右側一番前が林さん） 

フラワーサークル「ボヌール」での作品 
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≪ポーセリンペイント≫ 

楽しく西洋白磁の上絵付の作品を 

つくっています。 

活動日：第 2・4日曜日（月２回） 

午後１時～5時 

会 費：月 6,000円 

（入会金：2,000円） 

活動場所：滝野川文化センター 

今回は、滝野川文化センターでポーセリンペイント、子どもひろばのボランティア活動、文化センター 
利用団体連絡協議会の役員等で活躍中の関根威治さんに「生きがい」について記して頂きました。 

～わたしの生きがい～         関根
せ き ね

 威
たけ

治
はる

 

45年前から北区に住んでいます。しかし、住み始めてしばらくは、人

付き合いといえばマンションの理事会のみで、地域の中で交流する機会

があまりない生活を送っていました。平成 12 年頃にたまたま北区ニュ

ースで植物画の区民講座案内を見つけ、応募したところ運良く当選しま

した。もともと絵が好きでしたので、講師の先生が教えていらっしゃる

サークルに入会したのが文化センターに通う始まりでした。 

その後、平成 14 年に、再び北区ニュースでポーセリンペイントの区

民講座案内を見つけ、応募し、また当選しました。ポーセリンペイントとは、白い器に絵付けをして

陶芸の窯で焼成するものです。講座終了後、植物画で学んだことが生かせると思い、滝野川文化セン

ターの協力のもと、会を立ち上げ、17年間続いています。お皿などは、我が家で使う以外にも友人へ

のプレゼントなどにも役立っています。また会員の中に篆刻を勉強されている方がいて、赤羽文化セ

ンターに見学に行き、篆刻の会にも入会してしまいました。全部繋がりがあるので続けています。 

お陰で友人も沢山出来、教室以外でもお付き合いが始まり、篆刻の仲間は滝野川のセンター祭には 

毎年欠かさず来てくださり、また、飲めなかったお酒もそこそこお付き合い出来るようになりました。

まさに人生変わった感じです。 

  滝野川文化センターでは、ポーセリンペイントの会が出来てまだ 2 年目というタイミングで、利用

団体連絡協議会の役員になりました。なにも分からず飛び込みましたが、役員の仕事を通して協議会

の内容も良く分かり、情報も早く入り、色々提案も出来、仲間も沢山出来ました。これは会にとって

も、自分にとってもプラスになったと思っています。年明けに毎年開催している七福神巡りなどの  

行事の企画と参加、役員会の後の食事会も楽しみの一つです。 

  協議会では、沢山の方々が支えてくださり、平成 27 年度から 3 年間会長を務め、先輩である中央

公園・赤羽両文化センター協議会のセンター祭を拝見して、色々参考にさせていただきました。 

  この度、次の会長を受けてくださる方がおり、4 月で会長を退任して肩の荷が降りた感じですが、

これからも時間をかけて引き継ぎをしていくつもりです。 

▲子どもひろばでステンシルを 
教える関根さん 

▲植物画 ▲篆刻 ▲ポーセリンペイント 
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～わたしの生きがい～ 
中井川 淳  

東日本大震災のあった 2011年、会社勤めからリタイアしたとき、さて、これからどうしたものかと

思いめぐらせました。真っ先に浮かんだのが太極拳でした。大学時代からの親友が早くから太極拳をや

っていたので板橋区のそのサークルに入れてもらいました。もう一つは気功です。同じ年の 6月に開催

された中央公園文化センター主催の区民協働講座が目に留まり受講しました。平澤芳郎先生のご指導を

頂きましたが、サポートしていた「智能気功愛好会」の皆さんにお世話になりました。講座終了後、継

続希望する受講生同志で新しいサークル「氣功木曜会」を立ち上げました。太極拳も気功も中国を発祥

としていずれも「気」を大切にしています。学生時代、合気道部に所属して稽古に励みましたが、その

時以来「気」というものが頭の片隅にあったように思います。まさに「気になる気」です。 

 体を動かすことは揃った、頭のほうはどうしようか？中央公園文化センターのサークルリストの中で

「北区ハングル愛好会」が目につきました。韓国には出張や旅行で何度か出かけたことがありますが、

ハングル文字が読めずいつももどかしく思っていたので入会しました。中央公園文化センターの大規模

改修の時に赤羽文化センターに移りましたが、しばらくして会を閉じることになりました。その後、英

会話サークル「サザンクロス英会話」に知人がいたので、2017年 7月から仲間に入れてもらいました。

仕事をしている時は多かれ少なかれ英語に接する機会がありましたが、今はありません。少しでも英語

脳への刺激になればと思い続けています。 

 ほかには、センター祭で「川柳つつじ吟社」の川柳に出会いました。17音という限られた数の中で思

いを表現する面白さに惹かれて始めました。始める前はいわゆるサラリーマン川柳が川柳と思っていま

したが、必ずしもそうではないと知らされショックを受けました。今は文京区のサークルに所属して続

けています。もう一つは万葉集です。ある大学のシニア向けの「万葉集を読む」という講座を受講して

きています。万葉集を通して日本語の奥深さや歴史的な変遷を聴いていると面白いなと思うものの、す

ぐに右から左です。 

体への刺激が「気」であり、頭への刺激が「ことば」とやってきましたが、いつの頃からか、自分の

好きなことをしているだけで良いのだろうかという思いが湧いてきました。仕事をしているときは仕事

を通して社会に貢献しているという自負がありましたが、それがない今は、自分にできる範囲で他人や

社会のためになることをしたいと思うようになってきました。そこで、求めに応じていろいろなサーク

ルでのお役を引き受けたりしています。また、東京 2020のボランティアに応募しているので、うまく

採用されて、この一大イベントに僅かながらも貢献できればと思っています。さらに、このボランティ

ア活動に留まらず、海外からの旅行者で困っているような人には声をかけ、手助けをするように心がけ

ています。むかし、私が出張や旅行でお世話になったことへの恩返しです。  

最後に駄句を一つ。  「センターに 老若まなび 笑い湧く」      

 

 

 

 

 

今回は中央公園文化センターで英会話や気功などの団体で活動し、文化センター利用団体協議会「友の会」

の役員としても活躍している中井川
なかいがわ

 淳
じゅん

さんに「生きがい」について記していただきました。 

氣功木曜会（気功）    

・毎週木曜日 午前 10時～正午 

・会 費   3,000円／月 

・入会金   1,000円 

 

サザンクロス英会話（英会話） 

・毎週水曜日 午後２時～４時 

・会 費   4,000円／月 

・入会金   なし 

 

▲気功木曜会の活動の様子 ▲サザンクロス英会話のメンバー 

（後列左から 2 人目が中井川氏） 



第４９号        わたしの生きがい～第１５回～ 
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今回は、赤羽文化センターや中央公園文化センターで琉球舞踊に携わり、ご活躍されている木下
きのした

 眞
ま

梨
り

さん

に「生きがい」について記して頂きました 

～わたしの生きがい～               木下 眞梨 

私は生まれも育ちも北区赤羽です。結婚後、子

どもの事情で北区を離れ、千代田区に住むことに

なりました。PTAの活動では、合唱の活動を周り

のお母さん達と一緒に行いました。また、このこ

ろ、NHKの仕事を通じて三曲協会（箏・尺八・三

味線などといった邦楽文化発展を目的とした協会）

の先生方と知り合い、一緒に日本全国で唄わせて

いただきました。このことは自分の人生の中でも

後々大変参考になる出来事です。 

そんなある日、母が配っていた「北区ニュース」

を初めて見た際、「日本舞踊講座参加者募集」のお

知らせがあり、参加してみることにしました。当

日会場へ向かうと、そこには講師の花柳園喜輔（そ

のきすけ）先生がいらっしゃいました。講座終了

後、講座参加者で日本舞踊サークル「日舞友の会」

を立ち上げ、北区での学びが始まりました。そん

な折、踊りを見たい、踊ってほしいとの依頼が相

つぎ、花柳先生の後押しで、「北区古典芸能あまち

ゃの会」を立ち上げ、舞踊の他、南京玉すだれ、う

ちわ太鼓等を学び、地域のイベントへの参加や、

ボランティアで区内の高齢者施設等を訪ねて披露

するなど、地域の方に喜んでいただいています。 

その後、友達の紹介で琉球舞踊の家元である川

口喜代子（きよこ）先生と出会いました。港区で活

動していた「四ツ竹の会」に入会し、川口先生の

「芸道 50 周年公演」にも参加しました。一方、

北区では、教育委員会・文化センターからの依頼

で、「古典芸能のつどい」の舞台の進行についてプ

ロデュースすることになりました。演目の選び方

や音響・照明等は、PTAで活動していた合唱の経

験が生きました。舞台は、区内で和太鼓や琉球舞

踊、津軽三味線、薩摩琵琶の活動をする方々の応

援を受け、楽しくプロデュースさせていただきま

した。 

この頃、赤羽文化センターでは琉球舞踊講座が

開催され、私も講師補佐として携わり、この講座

をきっかけに「かりゆし会」が誕生しました。師匠

の川口先生からサークルの講師を引き継ぐ事とな

り、教師の免許及び「川口眞里奈（まりな）」とい

う芸名をいただき、その後、「師範」となり、「琉球

舞踊喜扇本流分家（りゅうきゅうぶようきせんほ

んりゅうぶんけ）」の許証をいただきました。 

 今の私があるのは、PTAや文化センター、利

用団体連絡協議会での活動、そして、私の良き理

解者でもある生徒さん達のおかげです。文化セン

ターは誰でも簡単に学ぶことができ、とても皆さ

ん楽しそうです。しかし、残念ながら途中で辞め

てしまう方もいます。この素晴らしい日本の歴

史、文化、芸能を守り、伝えていくためには、

「ひとつのものをしっかり極めていく方」が必要

です。次の世代に繋げていかなければなりませ

ん。「文化センターでどう繋げていけるのか、文

化センターとどう関われば繋げていけるのか」と

いうことが私のこれからの学ぶことのひとつだと

思っています。その一環として、2020年 11月

には「令和に繋げる 10人展」と題し、自身を含

む数名の「芸道 20周年記念の会」の開催を予定

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪琉球舞踊かりゆし会≫ 

沖縄の伝統的な踊りを学んでいます。 

活動日：第 1・2・4火曜 午前 9時～正午 

会 費：月 3,000円（入会金：1,000円） 

活動場所：赤羽文化センター 

▲区民協働講座開催時の様子

（左が木下さん） 

▲舞台上で踊る木下さん ▲文化ひろば開催時の様子 
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「AEIOU～♪」 

ああよかった…皆美しく歌えてる… 

     

オリンピックで盛り上がるはずの今年、地球規

模の災いは私達の生活を一変させました。緊急事

態宣言下ではサークル活動どころか、家に籠って

誰にも会わず一言も発さない日もあり、2020 年

は違った意味で歴史的な年になりました。 

文化センターも春 4月から全面的な施設利用止

となり、夏 7 月からは再開されたものの、私達の

サークルが通常通り活動出来るようになったの

は、秋 10 月からでした。 

未だ終息の兆しが見えない状況の中、約半年後

の年内に再開できたのは、職員の皆様のご尽力と

感謝しています。 

私は声楽家として、演奏活動やヴォイストレー

ナー、保育園での音楽指導を行っています。息子

が幼稚園児の頃に、この北区へ引っ越してきまし

た。都内の様々な街で生活をしましたが、どこへ

行くにもアクセスが良く、緑も多いこの街に愛着

を感じています。 

 

 

 

 

私達のサークル“Voce
ヴォーチェ

 Vivace
ヴィヴァーチェ

”は、ヴォイ

ストレーニングを活動内容としています。元々は

息子が通っていた小学校の、図書ボランティアで

知り合ったママ友の集まりで、子供達への絵本の

読み聞かせや図書整理に取り組むうちに仲良くな

り、発声練習を始めたことから今の活動へと繋が

りました。 

 

  活動が規制された期間中、声は出せなくても

姿勢と呼吸を整え、体操することは出来ました。

そのおかげで、規制が緩和された後の久しぶりの

歌唱でも、皆変わらず美しい声を響かせることが

出来ました。 

 

  "Voce
ヴォーチェ

 Vivace
ヴィヴァーチェ

"は、活き活きとした声を思っ

てつけたサークル名ですが、このコロナ禍で改め

て「声は健康のバロメーター」ということを再確

認し、ますます信念を持って取り組みたいと思っ

ています。新しいメンバーも加わって、広い部屋

を小人数で贅沢に使い、おしゃべりしながら身体

を伸ばしたり鍛えたり、そして深い呼吸と良い発

声を身に付けて、これからも元気な生活を目指し

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は中央公園文化センターで、このコロナ禍でも工夫して活動されている 

「Voce
ヴォーチェ

 Vivace
ヴィヴァーチェ

」の成田 やよいさんに「生きがい」について記して頂きました。 

▼コンサートで歌う成田さん 

《 V o c e
ヴォーチェ

 V i v a c e
ヴィヴァーチェ

 》 

美しい姿勢、発声を身につけて毎日を 

生き生きと過ごしませんか？ 

・水曜（月 2回） 10時～12時 

         13時～15時 

・会費      5.000円/月 

 

 

 

 

▲学びスタート day 開催時の様子 

成田 やよい 
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文化センターは生活の一部になっています。何年も前のことになりま

すが、滝野川文化センター祭を見に来たのが始まりでした。展示コーナ

ーで、指輪・ペンダント等ステキな七宝焼きの作品がケースの中にあり、

一目で作ってみたいと思い、サークルに入会しました。ガラスの絵具を

高温で焼くのでなかなか思い通りにはいきませんが、先生の指導で今で

は絵も描ける様になりました。額装していただくと一段と良くなり楽しんでいます。 

  

赤羽文化センターでは和裁を習っています。子供のゆかたを縫ってあげたかったのがきっかけです。

今では孫の着物を縫っています。大きな机に布を広げ、おしゃべりを

しながら縫い上げていくのが楽しみでした。でも今はマスクをつけて

黙って・・・時々先生にわからないところを聞いたりする程度の会話

にしていますが、ここに来て針を動かしているのが楽しい一時です。

赤羽では、月に一回赤銀会という銀粘土の会にも参加しています。滝

野川でサークルを指導している先生が、こちらでも教えてくださって

います。 

  

中央公園文化センターではマクラメをやっています。マクラメをご存じ

ない方もいらっしゃるかもしれませんね。マクラメは、ひもを指先で編ん

でいき、バッグやマット等を作るものです。コロナ禍で、現在は活動を休

止していますが、家で出来る範囲のことをやっています。指先に集中して

いると無心になれます。 

 

三つのセンターの活動に参加させていただいています。やりたいこと、日程等で三館になってしまい

ましたが、私にとっては予定が立てやすく、生活のパターンが決まって良かったと思っています。 

 各々、いつまで続くかわかりませんが、無理せず楽しんでいきたいと思っています。 

 

 

「七宝焼き」、「マクラメ」、「和裁」サークルそれぞれに所属し、３つの文化センターで精力的に活動を
続けている山田惠美子さんに、「生きがい」について記して頂きました。 

山田
や ま だ

 惠
え

美子
み こ

 

 

【マクラメ同好会】 

第１・３・４水曜 

午前 10 時～正午 

会費：3,500 円 

入会金：1,000 円 

【和裁友の会】 

第１・３・４金曜 

午後 1 時～4 時 30 分 

会費：2,000 円 

入会金：1,000 円 

【赤銀会】 

第４土曜 

午後１時 30 分～4 時 30 分 

会費：2,500 円 

入会金：500円 

【七宝の会 エマーユ】 

第 2・４水曜 

午後 1 時～5 時 

会費：4,000 円 

入会金：1,000 円 



第５３号        わたしの生きがい～第１８回～ 
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私がマンドリンと出会ったのは、高校生の時です。 

 

商業高校に入学した私は当初、タイプ部に入部を希

望したのですが、既に定員オーバーで入部すること

が出来ず、それなら好きな音楽をやろうと入部した

のが音楽部でした。 

そこで初めてマンドリンという楽器を知り、始める

きっかけとなりました。以来、途中ブランクはあり

ましたが、現在は「音夢
ね む

の樹
き

楽団
がくだん

」と、もう一つの

クラブに所属し、活動しています。 

 

音夢
ね む

の樹
き

楽団
がくだん

は、今から 14年ほど前に当初 14人

のメンバーで、廃校となった小学校の教室を借りて

スタートしました。その後は赤羽文化センターに拠

点を移し、慰問演奏・赤羽文化センター主催の赤羽

文化ひろばでのコンサートを中心に活動していま

す。 

 

現在は残念ながら施設に伺うことは出来ませんが、

コロナが収束した暁には皆さんにはたくさんの笑

顔をお届けしたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような状況の中ですが、赤羽文化ひろばでは今

年に入って 2 度のコンサートを開催することが出

来ました。本来の活動目的である慰問演奏ができな

い今、私たちにとっては大変な励みになりました。 

 

ここに来て楽団のメンバーも減ってしまい、先行き

が案じられますが、新しく入ってくれた若いメンバ

ーもいますので、まだまだ頑張って活動していきた

いと思っています。 

 

小さな楽団ではありますが、音夢
ね む

の樹
き

楽団
がくだん

は慰問演

奏をやらせれば、日本一（北区一？）だと自負して

います。 

 

これからも使命感と誇りを持って、たくさんの方を

音楽で笑顔にしていきたいと思っています。 

 

 

わたしの音楽ライフ 

 
 酒井 昌子 

▼慰問演奏での酒井さん 

▲過去の赤羽文化ひろばでの様子 

（今年度の様子は 3ページに掲載） 

▼様々な慰問先での演奏の様子 

今回は赤羽文化センターで活動を続けている「音夢
ね む

の樹
き

楽団
がくだん

」の酒井 昌子さんに、 

「生きがい」について記していただきました。 

《 音夢
ね む

の樹
き

楽団
がくだん

 》 

マンドリンとギターで合奏を楽しんで

います。ご一緒にいかがですか？ 

・土曜（月 2～3 回） 午後 1 時～5 時 

・会費               1.000 円/月 

※詳しくは赤羽文化センターまで 




